


幾何の授業。立方体の
図形がテーマ。中1は
幾何と代数を分けて学
ぶ

し

中1の1学期は先行して代数を行う。「方
程式を利用する文章題などは算数の知識
でも解けるのですが、それではいつまで
も数学の思考が身につきません。一般的
な解法に触れていくことで、思考を算数
から数学へ移行させます」（渋谷先生）。
同時に高校で履修する不等式も、授業に
取り入れる。関連した分野をまとめて学
習することで、より方程式への理解を深
めるためだ。2学期から幾何に入り、再
び代数に戻って関数を履修する。中1は、
代数と幾何を分けて学ぶことでより習得
が確かになるという。中2からは数学的
な考え方が身についているので、代数と
幾何を平行して進める。中学生の範囲は
中2で終え、中3から高校の数学IAを
取り入れる。高校入学生がいるため、中
入生は高1はゆったりと進む。余裕があ
る分、つまずいている分野を克服したり、
数学が得意な生徒は大学入試問題にもチ
ャレンジしたりしている。

城北のICT教育

テータの扱い方を学ぶ。WEBから、 自分の身
近な生活の中において誤解を招きやすいように
作られている統計グラフを見つける

oa 
中2と中3は習熟度別に
授業を行うことで 、 数学
が苦手な生徒も取りこぼ
さない。中1は週に数 回
プリントの課題を出して
添削。答えだけでなく過
程もしっかりチェック。

数学科主任
渋谷隆之先生

城北では早期からICT教育への取り組みを始め ている。中1 ～中
3で週に 1 時間 学ぶ「情報」は 、 総合学習の時間を利用したオリ

ジナル授業。動画や音楽制作といったクリエイティブなICTスキ
ルのほか 、 リテラシ ー やプログラミングなど幅広く学ぶ。こ こで
の学びは卒業研究・制作や理科 自由研究 の発表にも活かされてい
る。端末は生徒用にiPad
とノ ー トPC· MacBookな
ど500台が整備さ れ て い
る。また、 私物端末を持ち
込むBYOD (Bring your 
own device)も導入して
おり、 家庭でも学校の延長
上の学びができるように 取
り組んでいる。
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4人 一組で化学の実験。「電
解質とイオン」をテーマに、

電解質と非電解質、 物質その
ものと水溶液にした時の性質
を調べる

理科主任
根上英嗣先生

中1・中2の夏休みには「理科自由研究」の課題が出さ
れる。疑問を探し、解決法を見つけて実験や観察を行い
レポー トにまとめる。中2生には1学期早々にテーマを
決め、夏休み前から観察を行う生徒もいるという。中1
は上野動物園で学芸員の説明を聞いたり、中2は長瀞巡
検、中3は国立科学博物館で研修を行ったりするなど、
校外学習にも多く出掛ける。生物と物理は高2、化学は
高3の1学期までに高校の内容を終え、大学受験の演習
に取り組む。対策を早くから始めることで、安心して受
験に臨んでもらいたいという狙いがある。

歴代の先生による収集、 大学
からの寄贈などの標本が展示
されている。鯨の胎児など、

めずらしい標本も

理゚科は、 実験や実習
を数多く取り入れて
いるのが特徴。中1

・中2の「基礎期」
に は 、 年 に約20回
実験を行う。実験 の
後は 、 結果と考察を
レポ ー トやプリント

にまとめて提出する。

本
物
の
学
力
を
つ
け
る
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21年度金賞作品のひとつ「渦
のマジック！？」のレポ ー ト。
コ ー ヒ ーにクリ ー ムを入れた
時にできる渦に羞想を得た

夏休み理科自由研究
中1・中2の夏休み の自由研究は 、 理科に特化している
のが同校の特徴だ。「理科は机上の学問ではなく 、 観察
や実験を通して身につくもの」 という先生方の思いが込
められている。「身近な疑問を解決する」 という課題に
対して 、 自分でテ ー マを見つけて解決への道筋を考える。
9月の始業式に 提出されるレポ ー トは900点に及び 、 予
備審査を経て金・銀・銅・入賞を決定し、 金賞は文化祭
で 発表 。優秀作品は冊子に ま と められる。「日本学生科
学賞」にもエントリ ーして 、 これまでにも数々の作品が
賞を獲得している。 2022年には最優秀賞を受賞した。

俊秀作品は冊子にまと
められる。歴代の優秀
作が掲載された作品集
は 、 厚さ10センチに
及ぶほどぶ厚い
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群
を
抜
く
環
境
で
す。

「
心
を
育
て
る
教
育」

に
も
力
を
入
れ、

芸
術
や
実
技
の
授
業
も
大
切
に
し
て
い

ま
す。

音
楽
は
声
楽
室
と
器
楽
室
の
2

教
室
で
展
開。

1
ク
ラ
ス
分
の
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
を
準
備
し、

2
0
2
1
年
か
ら

中
3
生
全
員
と
高
l
の
選
択
者
に
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
の
授
業
を
取
り
入
れ
ま
し
た。

「
大
勢
の
観
客
を
前
に、

演
奏
会
を
開

き
た
い
で
す
ね
」
（
小
俣
先
生）

と
夢

は
膨
ら
み
ま
す。

生
徒
の
学
力
を
伸
ば
し
て
い
る
の
が、

学
校
の
根
幹
を
成
す
日
常
の
授
業
で
す。

理
科
は
基
礎
期
の
中
1
・

中
2
に
実
験

や
実
習
を
数
多
く
行
い
ま
す。

理
科
主

任
の
根
上
英
嗣
先
生
は
「
理
科
の
授
業

を
通
し
て、

科
学
的
な
考
え
方
や
視
点

を
持
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
ま
す。

そ

し
て、

高
校
で
は
受
験
の
対
策
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す。

「
受
験
勉
強
は、

ど
う
し
て
も
英
・

数

が
優
先
さ
れ
理
科
は
後
ま
わ
し
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す。

そ
れ
な
ら
ば、

授
業

で
受
験
に
向
け
た
内
容
を
取
り
上
げ
生

徒
の
負
担
を
軽
く
し
よ
う
と
考
え
ま
し

た
」
（
根
上
先
生）

高
2
の
理
科
を
週
3
時
間
か
ら
4
時

間
に
増
や
し、

高
3
ま
で
の
範
囲
を
お

お
か
た
修
了。

高
3
で
は
入
試
に
直
結

し
た
涼
習
問
題
に
取
り
組
み
ま
す。

根

上
先
生
は、

学
校
で
の
学
び
を
終
え
て

も
ず
っ
と
科
学
的
な
視
点
を
持
ち
続
け

て
ほ
し
い
と
言
い
ま
す。

「
理
科
は
日
常
に
密
着
し
た
学
問
で
す。

た
と
え
ば
電
車
で
急
ブ
レ
ー
キ
が
か
か

っ
て
身
体
が
傾
い
た
ら、

こ
れ
は
慣
性

の
法
則
で
習
っ
た
な
と
か、

天
気
図
を

見
て、

こ
れ
は
西
高
東
低
の
気
圧
配
置

だ
な
と
か、

思
い
出
し
て
ほ
し
い
。

そ

れ
だ
け
で
も、

人
生
が
農
か
に
な
る
と

思
い
ま
す」

数
学
科
主
任
の
渋
谷
隆
之
先
生
は、

数
学
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す。

「
数
学
の
楽
し
さ
は、

自
分
で
獲
得
し

た
知
識
を
使
っ
て
新
た
な
問
題
に
立
ち

向
か
う
こ
と
。

あ
た
り
ま
え
だ
と
思
う

こ
と
に
対
し
て
も、

数
学
で
説
明
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す」

盲
目
的
に
な
ら
な
い
よ
う
に、

授
業

中
あ
え
て
間
違
っ
た
内
容
を
紛
れ
込
ま

せ
『
ど
こ
か
間
違
っ
て
い
る
よ。

探
し

て
み
て』

と
尋
ね
る
こ
と
が
あ
り
ま
す。

「
生
徒
は
教
師
が
間
違
っ

た
こ
と
を
教

学
力
を
身
に
つ
け
る

工
夫
を
凝
ら
し
た
教
科
教
育
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